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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
管
理

経
営
を
行
う
な
か
で
、
民
有
林

を
含
め
た
林
業
・
木
材
産
業
の

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
特
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北

海
道
に
関
し
、
温
暖
化
対
策
の

吸
収
源
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

森
林
や
木
材
利
用
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使

っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
の
循

環
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
全
国
的
に
短
時
間
強

雨
の
発
生
回
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
中
、
森
林
に
は
、
災
害
防
止

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
重
点
的
に
取

り
組
み
、
北
海
道
の
林
業
・
木
材

産
業
、
ま
た
、
地
域
の
振
興
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
す
る
た
め
、
森
林
・
林

業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
傾
斜

等
の
立
地
条
件
、
林
木
の
成
長

等
の
森
林
の
現
況
を
踏
ま
え
、

整
備
・
保
全
の
必
要
な
森
林
を

様
々
な
林
種
・
樹
種
・
林
齢
か
ら

な
る
森
林
へ
誘
導
す
る
な
ど
し

て
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
人
工
林
に
つ

い
て
は
、
そ
の
５
割
が
主
伐
期

を
迎
え
る
中
、
主
に
、
林
地
傾
斜

等
の
立
地
条
件
、
植
栽
木
や
自

然
に
発
生
し
た
樹
木
の
生
育
状

況
等
の
森
林
の
現
況
を
考
慮
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
に
応
じ
て
単

層
林
・
面
的
複
層
林
・
針
広
混
交

林
へ
誘
導
し
ま
す
。

ま
た
、
天
然
林
で
は
、
過
去
の

伐
採
や
植
付
け
と
い
っ
た
人
為

を
加
え
た
状
況
等
も
踏
ま
え
、

森
林
の
整
備
・
保
全
の
必
要
な

森
林
に
お
い
て
、
現
地
検
討
会

を
行
い
つ
つ
、
多
様
な
樹
種
・
樹

齢
の
樹
木
か
ら
な
る
持
続
性
の

あ
る
森
林
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

効
率
的
な
施
業
を
推
進
す
る

森
林
に
お
い
て
、
伐
採
時
の
生

産
性
の
向
上
、
下
刈
り
作
業
の

回
数
削
減
及
び
新
た
な
機
械
導

入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
・
軽
労

化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【北海道森林管理局の HP もご覧ください】 

森
林
の
多
面
的
機
能
の

発
揮

「
新
し
い
林
業
」
の
推
進

乗車式機械による下刈り作業 グラップルレーキによる地拵作業 

令和５年度

北海道森林管理局重点取組事項

は
じ
め
に

2



ま
た
、
再
造
林
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め

、
コ
ン
テ
ナ
苗
の

利
用
に
つ
い
て
安
定
需
給
協
定

量
を
拡
大
し
、
品
質
・
規
格
が
安

定
し
て
い
る
苗
木
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
種
子
の
供
給

量
の
確
保
の
た
め
、
採
種
園
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

道
産
材
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
需
要

の
拡
大
と
定
着
の
た
め
、
木
材

の
供
給
量
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販

売
の
大
ロ
ッ
ト
化
や
年
間
を
通

じ
て
丸
太
を
供
給
で
き
る
中
間

土
場
の
整
備
に
よ
り
、
一
層
の

安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
す

。

加
え
て
、
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ

マ
ツ
の
大
径
材
に
つ
い
て
、
安

定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
に
お
い

て
建
築
材
へ
の
利
用
を
要
件
と

し
た
供
給
を
行
い
、
用
途
拡
大

に
よ
る
高
付
加
価
値
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
化
石
資
源
の
代

替
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
貢
献
の
た
め
、
林
地

残
材
等
燃
料
用
材
の
供
給
も
行

い
ま
す
。

現
在
、
北
海
道
森
林
管
理
局

に
よ
る
広
葉
樹
の
供
給
は
、
人

工
林
内
に
生
育
す
る
広
葉
樹
が
、

そ
の
整
備
に
伴
い
伐
採
さ
れ
る

も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
葉
樹
の
加
工
技
術

の
向
上
等
に
よ
り
、
従
来
は
、
パ

ル
プ
用
が
主
で
あ
っ
た
樹
種
や

中
小
径
木
を
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
需

要
者
が
求
め
る
付
加
価
値
の
高

い
用
途
向
け
の
採
材
・
仕
分
け

を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
る
市
場

へ
の
広
葉
樹
供
給
に
取
り
組
み

ま
す
。

一
方
で
天
然
林
に
お
け
る
広

葉
樹
の
蓄
積
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持

続
的
に
発
揮
さ
せ
な
が
ら
、
将

来
に
お
け
る
広
葉
樹
資
源
の
安

定
的
な
供
給
に
つ
な
が
る
森
林

整
備
の
試
行
に
向
け
た
取
組
を

進
め
ま
す
。

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
り
気

象
災
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

道
内
に
お
い
て
も
、
令
和
４
年

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

し
た
流
域
保
全
対
応
の
治
山
対

策
の
強
化
、
森
林
の
防
災
・
保
水

機
能
の
発
揮
の
た
め
、
山
地
災

害
危
険
地
区
や
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
周
辺
箇
所
等
地
域
の
要
望
に

応
じ
た
治
山
施
設
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
多
発
化
す
る
災

害
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
る
中
、

森
林
土
木
工
事
の
現
場
で
は
、

高
齢
化
や
人
手
不
足
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
、
簡
易
な
工
法
、
工
期
を
短
縮

で
き
る
工
法
の
採
用
等
に
よ
り

軽
労
化
、
効
率
化
を
進
め
、
森
林

土
木
分
野
で
の
事
業
実
施
の
円

滑
化
を
図
り
ま
す
。

安
定
供
給
に
よ
る
道
産

材
の
活
用
推
進

中間土場の整備

広
葉
樹
資
源
の
安
定
供

給
体
制
の
構
築

広葉樹の中小径木も 

有効利用に向けて仕分け 

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の

確
保

令和４年 

新冠町内における山地災害 

林業土木事業における 

三次元データの活用（黄色：盛土、青色：切土） 

採種園の路網整備 
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北
海
道
内
の
エ
ゾ
シ
カ
に
よ

る
農
林
業
被
害
額
は
、
ピ
ー
ク

時
よ
り
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
近
年
は
、
横
ば
い
か
ら
や
や

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
は
、

農
林
業
は
も
と
よ
り
、
森
林
生

態
系
へ
の
影
響
や
交
通
事
故
の

増
加
な
ど
地
域
社
会
へ
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
市
町
村
等
の
要
望
に

応
じ
、
国
が
林
道
を
除
雪
し
市

町
村
が
駆
除
を
行
う
連
携
捕
獲

や
捕
獲
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の

国
有
林
野
の
提
供
、
ワ
ナ
の
貸

し
出
し
、
情
報
共
有
な
ど
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員

に
よ
る
く
く
り
ワ
ナ
の
設
置
、

狩
猟
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
も

行
い
ま
す
。

加
え
て
、
広
い
森
林
地
域
で

の
捕
獲
は
、
効
率
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
IoT
や
AI

の
導
入
、
大
型
囲
い
ワ
ナ

の
普
及
な
ど
、
捕
獲
の
効

率
化
・
省
力
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ビ
エ
活

用
が
可
能
な
地
域
に
お
い

て
は
、
積
極
的
に
囲
い
ワ

ナ
に
よ
る
生
体
捕
獲
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
エ
ゾ
シ
カ

の
被
害
の
実
態
調
査
や
、

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
の

育
成
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
エ
ゾ
シ
カ
の

侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
、

影
響
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承
、

普
及
、
振
興
に
必
要
な
森

林
資
源
は
、
確
保
し
に
く

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
ア
イ
ヌ
文

化
を
象
徴
し
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
伝
承
に
必
要
な
自
然

素
材
を
持
続
的
に
採
取
で

き
る
森
林
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
森
林

づ
く
り
に
お
け
る
病
害
虫

対
策
の
試
験
や
ア
イ
ヌ
文

化
を
体
験
す
る
た
め
の
森

林
の
活
用
な
ど
、
地
元
市
町
村

や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組

を
行
い
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

こ
れ
ら
の
取
組
の
ほ
か
、
様
々

な
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
森

林
吸
収
源
対
策
や
生
物
多
様
性

の
保
全
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害

の
低
減

ＡＩにより画像からエゾシカを認識し、 
効率的な捕獲を支援 

職員によるくくりワナの設置 

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

令和４年度までにアイヌ文化の振興に必要な林産物

の採取のため、４市町とアイヌ共用林契約を締結 

協定を締結した国有林内において、 

アイヌ文化の体験ツアーを試行（平取町）

さ
い
ご
に

【エゾシカ推定生息数と農林業被害額の推移】 
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Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
欧
米
を
中
心

に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業
施
設
な

ど
の
壁
や
床
と
し
て
普
及
し
て

お
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
国

産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
中
高
層

建
築
物
等
の
木
造
化
に
よ
る
新

た
な
木
材
需
要
の
創
出
に
期
待

が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
す
る
こ
と
で

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

施
工
が
早
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
な

養
生
期
間
が
必
要
な
く
、
ま

た
工
場
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
の

製
造
・
加
工
が
行
わ
れ
る
た
め

短
期
間
で
施
工
が
で
き
ま
す
。

軽
いコ

ン
ク
リ
ー
ト
と
比
べ
軽

く
基
礎
工
事
の
簡
素
化
が
で

き
ま
す
。

断
熱
性
が
高
い

同
じ
厚
さ
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
比
べ
断
熱
性
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
木
材
の
使
用

量
が
比
較
的
多
く
な
り
、
都
市

（
ま
ち
）
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
の
貯
留

に
も
貢
献
し
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
積
極
的

に
使
用
し
た
庁
舎
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
近
年
で
は
、
森
林

事
務
所
の
新
築
に
お
い
て
、
北

海
道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

を
活
用
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

石
狩
森
林
管
理
署

銀
山
森
林
事
務
所

・
令
和
元
年
度
建
築

・
木
造
平
屋
在
来
軸
組
工
法

・
延
床
面
積

65
㎡

・
事
務
所
柱
、
車
庫
壁
面
に
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
活
用
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用

施工の様子 

※ 木の幹は、高さ方向に細長い繊維を束

ねたような構造をしています。このた

め、長い板に加工した場合、普通、板

の長さ方向がその繊維の向きになり

ます。CLT は、層ごとにこの向きを直

交させることで巨大な板に強度を与

えます。

車庫壁にＣＬＴを活用 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
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石
狩
森
林
管
理
署

簾
舞
森
林
事
務
所

・
令
和
２
年
度
建
築

・
木
造
平
屋
在
来
軸
組
工
法

・
延
床
面
積

65
㎡

・
事
務
所
柱
・
天
井
に
Ｃ
Ｌ

Ｔ
を
活
用
。

胆
振
東
部
森
林
管
理
署

む
か
わ
合
同
森
林
事
務
所

・
令
和
４
年
度
築

・
木
造
平
屋
在
来
軸
組
工
法

・
延
床
面
積
１
９
７
㎡

・
事
務
所
天
井
・
車
庫
柱
に
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
活
用
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
大
き
な
も
の
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
鉄
骨
造
り
に
比
べ

材
料
費
が
高
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ま
だ
ま
だ
我
が
国
で

は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
の
経
験

の
あ
る
建
築
士
や
施
工
会
社
、

製
作
工
場
が
少
な
く
、
接
合
方

法
や
立
て
方
が
完
全
に
は
確
立

し
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
が
残

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
の
克
服
の

た
め
に
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
広
く
普
及

し
使
用
機
会
が
増
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

の
た
め
に
も
、
庁
舎
へ
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
を
今

後
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

施工の様子 

29 54
105

201

320

479

619

779

968

H26
以前

H27 H28 H29 H30 R元 R２ R3 R4
（予

定）

CLTを活用した建築物の竣工件数の推移

［累計／件］

事務室天井にＣＬＴを活用 

内閣官房発表データを加工 

車庫柱にＣＬＴを活用 

ＣＬＴパネル 

提供：一般財団法人日本 CLT 協会 

ＣＬＴ材 

木
の
板
は
、
方
向
（
繊
維
の

向
き
）
に
よ
っ
て
強
さ
が
異

な
り
ま
す
。
繊
維
の
向
き
を

そ
ろ
え
る
と
集
成
材
、
繊
維

の
向
き
を
直
交
さ
せ
る
と
Ｃ

Ｌ
Ｔ
に
な
り
、
用
途
に
応
じ

て
使
い
分
け
ま
す
。

施工の様子 

予定 
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空
知
森
林
管
理
署
は
、
岩
見

沢
市
に
所
在
し
、
石
狩
空
知
森

林
計
画
区
の
夕
張
山
系
地
域
の

６
市
５
町
に
広
が
る
、
約
１
６

万
４
千
㏊
の
国
有
林
野
の
管
理

経
営
を
し
て
い
ま
す
。

夕
張
岳
（
一
，
六
六
八
ｍ
）
、

芦
別
岳
（
一
，
七
二
七
ｍ
）
を

主
峰
と
し
、
空
知
川
、
幾
春
別

川
、
夕
張
川
等
の
集
水
域
と
な

る
山
地
で
、
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ

マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
ン
バ
類

等
が
混
交
す
る
天
然
林
を
主
体

と
し
、
一
部
ト
ド
マ
ツ
、
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
等
の
人
工
林
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
狩

平
野
に
は
、
防
風
保
安
林
が
格

子
状
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
現
庁
舎
の
変
遷
】

昭
和
５
年
の
岩
見
沢
市
街
地

図
に
よ
れ
ば
、
岩
見
沢
市
４
条

東
２
丁
目
に
現
在
の
森
林
管
理

署
に
あ
た
る
「
森
林
事
務
署
」

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
７

年
に
木
造
平
屋
で
新
築
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
時
代
が
流
れ
昭
和

22
年
に
、
営
林
署
に
な
っ
て
か

ら
も
同
じ
場
所
に
あ
り
、
昭
和

33
年
に
は
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
都
市
化
と
と
も
に
狭
隘

と
な
り
昭
和

39
年
に
現
在
の

岩
見
沢
市
三
条
東
一
七
丁
目
に

移
転
新
築
、
さ
ら
に
建
物
の
老

朽
化
に
よ
り
平
成

17
年
に
空

知
森
林
管
理
署
を
新
築
し
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

【
現
庁
舎
の
概
要
】

現
在
の
庁
舎
は
、
北
海
道
産

の
ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど

の
針
葉
樹
や
ナ
ラ
、
カ
ン
バ
な

ど
の
広
葉
樹
を
一
〇
〇
％
使
用

し
、
木
の
良
さ
を
十
分
に
い
か

し
た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
岩
見
沢
市
は
道
内
有
数
の

多
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雪
対
策
を
重
視
し
た
設
計
と
な

っ
て
お
り
、
屋
根
等
は
落
雪
方

向
を
考
慮
し
、
ポ
ー
チ
・
階
段
・

ス
ロ
ー
プ
は
降
雪
時
の
利
便
性

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
執
務
空

間
で
あ
る
事
務
室
は
、
家
具
等

の
配
置
の
自
由
度
を
高
め
る
た

め
に
、
構
造
用
集
成
材
を
使
用

し
た
無
柱
の
設
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。
木
製
の
事
務
机
が
配
置

さ
れ
る
と
と
も
に
フ
ロ
ア
全
体

を
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
署
長
室
の
床
に
は
ナ
ラ

材
を
用
い
て
重
み
の
あ
る
雰
囲

気
を
作
り
出
し
、
廊
下
の
内
壁

は
シ
ナ
と
カ
ン
バ
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
玄
関
ホ
ー
ル
】

明
る
く
温
か
み
の
あ
る
正
面

玄
関
ホ
ー
ル
の
開
閉
部
は
断
熱

性
に
優
れ
た
構
造
に
な
っ
て
お

り
、
訪
れ
る
来
客
者
の
方
に
木

材
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
空
知
森
林
管
理
署
の
概

要
を
は
じ
め
、
広
報
誌
や
各
種

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
冊
子
な
ど
手

に
取
っ
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ

う
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
展
示
用
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
中
に
は
「
花
台
」
「
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ス
」「
ネ

ク
タ
イ
ピ
ン
」
な
ど
往
時
に
在

職
し
て
い
た
職
員
手
製
の
木
製

品
が
多
数
並
べ
ら
れ
て
お
り
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
に
愛
さ
れ

地
域
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
森
林
管
理
署
と

し
て
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
空
知
森
林
管
理
署 

】

木
造
建
築
・
我
が
署
紹
介
！

現庁舎 

庁舎内玄関の「ショーケース」 

カラマツ集成材の梁
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留
萌
南
部
森
林
管
理
署
は
、

留
萌
振
興
局
管
内
南
部
の
１
市

３
町
（
留
萌
市
・
増
毛
町
・
小

平
町
・
苫
前
町
）
を
管
轄
し
留

萌
市
内
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
の
管
理
面
積
は
約
９

万
２
千
㏊
あ
り
、
１
市
３
町
の

区
域
面
積
の
約
52
％
、
森
林
面

積
の
約
61
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

最
南
部
に
位
置
す
る
暑
寒
別

岳
を
中
心
と
す
る
地
域
は
、
豊

か
な
高
山
植
物
や
優
れ
た
山
岳

景
観
を
有
し
て
い
る
た
め
、
暑

寒
別
天
売
焼
尻
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
、
夏
に
は
多
く
の
登
山

客
や
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

【
森
林
管
理
署
の
変
遷
】

旧
庁
舎
は
、
「
旭
川
営
林
局

留
萌
営
林
署
」
と
し
て
新
築
さ

れ
ま
し
た
。

平
成

11
年
に
留
萌
営
林
署

と
達
布
営
林
署
及
び
古
丹
別
営

林
署
の
３
営
林
署
が
北
海
道
森

林
管
理
局
旭
川
分
局
留
萌
南
部

森
林
管
理
署
と
し
て
統
合
さ

れ
、
さ
ら
に
平
成
16
年
４
月
に

北
海
道
森
林
管
理
局
留
萌
南
部

森
林
管
理
署
と
な
り
ま
し
た
。

国
有
林
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
や

ト
ド
マ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
旧
庁
舎
は
、
57
年
間
に
渡

り
留
萌
の
風
雪
に
耐
え
抜
き
ま

し
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
現
在
の
場
所
に
移
転
・

新
築
さ
れ
ま
し
た
。

【
現
庁
舎
の
概
要
】

現
在
の
庁
舎
は
、
平
成
22
年

３
月
に
竣
工
し

13
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
木
造
２
階
建
て

で
延
床
面
積
は
４
８
５
．
７
㎡
。

道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
、

シ
ラ
カ
ン
バ
、
ヤ
チ
ダ
モ
な
ど

約
１
０
９
㎥
の
木
材
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
柱
・
梁
に
カ
ラ
マ

ツ
大
断
面
集
成
材
、
床
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
及
び
腰
板
は
全
面
シ
ラ

カ
ン
バ
、
階
段
は
タ
モ
材
を
使

用
す
る
な
ど
署
内
に
木
の
香
り

と
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
「
木

の
良
さ
」
に
つ
い
て
、
多
く
の

人
に
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
木
造
建
築
と
な
っ
て
い
ま

す
。１

階
に
は
会
議
室
・
書
庫
・

休
憩
室
・
ト
イ
レ
等
が
配
置
さ

れ
、
会
議
室
・
ト
イ
レ
・
玄
関

ロ
ビ
ー
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
階
の

階
段
前
に
は
間
伐
材
の
有
効
活

用
と
地
球
環
境
に
優
し
い
「
木

質
ペ
レ
ッ
ト
」
を
燃
料
と
す
る

ス
ト
ー
ブ
を
配
置
し
、
木
材
利

用
の
PR
に
一
役
買
っ
て
い
ま

す
。２

階
に
は
署
長
室
・
執
務
室

及
び
森
林
事
務
所
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
執
務
室
は
ス
ペ
ー
ス

を
有
効
に
使
用
で
き
る
よ
う
極

力
柱
を
廃
し
た
開
放
感
の
あ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

執
務
室
内
は
既
製
の
鉄
製
ロ

ッ
カ
ー
で
は
な
く
、
シ
ナ
材
で

製
作
さ
れ
た
書
棚
が
壁
に
備
え

つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
統
一
感

が
あ
り
木
に
包
ま
れ
暖
か
さ
を

感
じ
ら
れ
る
つ
く
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
大
き
な
断
熱
二
重
ガ

ラ
ス
窓
を
南
北
側
の
壁
に
配
置

す
る
こ
と
で
自
然
光
が
全
体
的

に
入
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
寒
冷
地
対
策

と
し
て
、
高
密
度
断
熱
材
に
よ

り
結
露
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る

の
で
、
執
務
室
は
灯
油
ス
ト
ー

ブ
２
台
で
厳
冬
期
も
快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
地
域
に
貢
献
で
き
る

森
林
管
理
署
を
め
ざ
し
て
】

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
元

に
愛
さ
れ
地
域
の
森
林
・
林
業
・

林
産
業
の
発
展
や
活
性
化
に
貢

献
で
き
る
森
林
管
理
署
と
し

て
、
地
域
か
ら
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
留
萌
南
部
森
林
管
理
署

】

木
造
建
築
・
我
が
署
紹
介
！

柱や梁は道産の大断面カラマツ集成材 

新築当時の現庁舎

執務室
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駒
ヶ
岳
・
大
沼
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

森
林
環
境
教
育
は
、
こ
れ
か
ら

の
約
半
年
、
月
２
回
～
３
回
開

催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ

で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

樹
木
博
士
認
定
会
は
、
樹
木

の
名
前
や
識
別
方
法
を
学
習
す

る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
森

林
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
常
設
コ
ー

ス
を
設
定
し
て
お
り
、
認
定
会

で
は
、
参
加
者
に
樹
木
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
事
前
配
布
し
ま
す
。

当
日
は
、
学
習
コ
ー
ス
を
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
講
師
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
樹
皮
や
枝
葉

を
触
り
な
が
ら
識
別
方
法
を
学

習
し
、
樹
木
の
名
前
を
覚
え
て

行
き
ま
す
。

次
に
テ
ス
ト
コ
ー
ス
を
回
り
、

20
種
類
の
樹
木
を
観
察
し
、
特

徴
を
思
い
出
し
な
が
ら
解
答
用

紙
に
記
載
し
て
い
き
ま
す
。

正
解
数
に
応
じ
て
段
・
級
の

位
を
決
定
し
、
樹
木
博
士
認
定

書
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
延
べ
２
，
７

３
４
名
の
参
加
者
に
、
樹
木
博

士
の
称
号
が
付
与
さ
れ
て
い
ま

す
。令

和
４
年
度
は
、
予
定
し
た

４
回
の
開
催
が
で
き
、
６
歳
か

ら
77
歳
と
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
56
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
も
安
堵
し
て
い

ま
す
。

今
年
も
西
大
沼
の
常
設
コ
ー

ス
に
お
い
て
６
月
か
ら
９
月
の

第
一
日
曜
日
に
４
回
の
樹
木
博

士
認
定
会
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
森
林
と
触
れ
合
う
き
っ
か

け
と
し
て
、
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
樹
木
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
左

の
北
海
道
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

h
ttp
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d
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m
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森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
意
識
の
醸
成
と
森
林
環

境
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

な
り
得
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
「
森
林
づ
く
り
塾
」
を
開

講
し
、
塾
生
を
公
募
し
て
い
ま

す
。令

和
４
年
度
は
、
12
名
の
参

加
が
あ
り
、
「
枝
打
ち
体
験
」

「
海
岸
林
見
学
会
」
「
カ
ミ
ネ

ッ
コ
ン
に
よ
る
植
付
体
験
」
な

ど
を
と
お
し
て
、
森
林
の
役
割

や
森
林
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
島
総
合
振
興
局
の

「
森
へ
の
誘
い
講
座
」
と
連
携

し
、
共
同
開
催
や
相
互
参
加
型

の
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
共
同
開
催
を
含
め

５
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
応
募
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
当

セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

樹木博士認定常設コース案内板 

樹
木
博
士
認
定
会

森
林
（
モ
リ
）
づ
く
り
塾

講師より説明を受ける受講生 

令和 4 年度第 3 回森林づくり塾
「砂坂海岸林」での様子 

令和 4 年度第 4 回森林づくり塾
「カミネッコン」による植樹 
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の 

【
中
川
町
の
紹
介
】

中
川
町
は
上
川
管
内
の
最
北

端
に
位
置
し
、
森
林
は
総
面
積

85
％
を
占
め
、
国
有
林
が
森
林

面
積
の

67
％
と
木
材
関
連
を

主
要
産
業
に
経
済
の
中
心
と
し

て
き
た
町
で
す
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
を
中
心
と
す

る
化
石
の
産
出
地
と
し
て
有
名

で
考
古
学
者
や
大
学
の
研
究
目

的
で
の
来
町
者
も
多
く
自
然
詩

博
物
館
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
採

掘
物
が
あ
り
見
応
え
の
あ
る
施

設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ヌ
ー
で
の
川
下
り

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ

の
で
き
る
施
設
の
周
辺
に
は
筒

型
の
温
泉
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
観

光
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
町
で

も
あ
り
ま
す
。

【
佐
久
合
同
森
林
事
務
所
の
紹

介
】佐

久
合
同
森
林
事
務
所
は
中

川
町
の
佐
久
地
区
に
あ
り
ま
す
。

管
轄
面
積
は
佐
久
・
大
和
・

共
和
・
奥
板
谷
の
４
担
当
区
で

約
３
万
５
千
㏊
、
北
は
幌
延
町

付
近
か
ら
南
は
朱
鞠
内
湖
付
近

ま
で
の
南
北
に
直
線
で
約

70

㎞
に
渡
る
区
域
を
職
員
３
名
で

管
理
し
て
い
ま
す
。

中
川
町
と
の
取
り
組
み
と
し

て
、
共
同
施
業
団
地
の
区
域
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

出
る
丸
太
を
用
途
別
に
分
け
て

販
売
す
る
た
め
に
共
同
土
場

（
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
森
林
整
備
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
間
の
仕
事
と
し
て
は
、
春

か
ら
夏
に
か
け
て
は
林
道
点
検

や
路
体
強
化
工
を
行
い
つ
つ
、

請
負
事
業
の
監
督
を
主
な
仕
事

に
し
て
い
ま
す
。
下
刈
り
箇
所

に
お
い
て
は
請
負
業
者
と
連
絡

を
密
に
し
、
出
来
高
確
認
や
技

術
的
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
境
界

の
調
査
や
地
況
林
況
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
特
に
ス
ノ
ー
モ

ビ
ル
で
往
復

60
㎞
も
山
奥
に

入
り
、
今
後
の
間
伐
に
向
け
た

林
内
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
感

じ
て
い
ま
す
。

【
ア
ベ
シ
ナ
イ
風
景
林
】

事
務
所
の
近
く
に
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と
し
て
、
ア

ベ
シ
ナ
イ
風
景
林
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
～
３
年
に
か
け
て

中
川
町
が
眺
望
点
へ
の
ア
ク
セ

ス
路
を
整
備
し
、
天
塩
川
と
安

平
志
内
川
が
合
流
す
る
雄
大
な

風
景
を
眺
望
で
き
る
森
と
な
っ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

私
が
当
事
務
所
に
来
て
２
年

が
た
ち
ま
し
た
が
、
森
林
官
歴

17
年
の
経
験
を
生
か
し
、
現
場

で
山
の
声
を
聞
い
て
施
業
に
反

映
す
る
こ
と
を
後
進
の
若
い
職

員
に
伝
え
た
く
首
席
森
林
官
に

な
り
ま
し
た
。
現
場
へ
足
を
運

ん
だ
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
に
あ
っ
た
更
新
を
考
え
な
が

ら
の
森
づ
く
り
を
し
、
針
葉
樹

も
広
葉
樹
も
供
給
し
つ
つ
、
林

分
の
施
業
の
あ
り
方
を
し
っ
か

り
と
熱
い
思
い
で
若
手
職
員
に

伝
え
な
が
ら
業
務
を
遂
行
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上川北部森林管理署 
佐久森林事務所  

首席森林官 安達 尚樹 
佐久森林事務所 職員 

事務所前にあるストックヤード 

温泉施設 

現場に向かう河川にある奇石 
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の 

森
林
事
務
所
の
所
在
地
と
概
要

東
藻
琴
森
林
事
務
所
は
北
海

道
北
東
部
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
管
内
南
部
の
大
空
町
東

藻
琴
に
所
在
し
、
大
空
町
と
美

幌
町
の
２
つ
の
町
の
合
わ
せ
て

約
１
万
３
千
㏊
の
国
有
林
を
管

轄
し
て
い
ま
す
。

大
空
町
は
、
平
成
18
年
3
月

に
女
満
別
町
と
東
藻
琴
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
町
で
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
観
光
と
産
業
の
空
の

玄
関
口
で
あ
る
女
満
別
空
港
を

擁
し
、
全
国
「
自
然
100
選
」
に

輝
い
た
藻
琴
山
、
春
に
な
る
と

鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る

東
藻
琴
芝
桜
公
園
な
ど
豊
か
な

景
観
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

美
幌
町
は
大
空
町
に
隣
接
し
、

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
た
町
で
、

地
名
の
由
来
は
、
多
く
の
清
流

が
合
流
し
て
水
量
が
豊
富
な
と

こ
ろ
を
ア
イ
ヌ
語
で
「
ピ
・
ポ

ロ
＝
水
多
く
・
大
い
な
る
所
」

と
い
い
、
こ
れ
が
転
訛
し
て
「
ビ

ホ
ロ
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

名
の
と
お
り
美
幌
町
に
は
美
幌

峠
を
源
と
す
る
美
幌
川
の
ほ
か

数
多
く
の
美
し
い
川
が
流
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
標
高
525
ｍ
の
美

幌
峠
展
望
台
か
ら
は
、
日
本
最

大
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
「
屈

斜
路
湖
」
そ
し
て
今
な
お
噴
煙

を
吐
く
「
硫
黄
山
」
ま
た
遠
く

に
は
知
床
連
峰
や
大
雪
の
峰
々

が
連
な
る
壮
麗
な
パ
ノ
ラ
マ
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
美
し
い
景
色
を
求
め
毎

年
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

お
り
、
条
件
が
良
け
れ
ば
早
朝

に
雲
海
も
見
ら
れ
ま
す
。

森
林
官
の
業
務

東
藻
琴
森
林
事
務
所
で
は
、

大
雨
や
暴
風
に
よ
る
山
崩
れ
や

風
倒
木
な
ど
の
山
林
被
害
の
確

認
、
事
業
を
行
う
上
で
欠
か
せ

な
い
林
道
や
作
業
道
に
異
常
が

無
い
か
の
確
認
な
ど
の
巡
視
を

行
う
ほ
か
森
林
の
伐
採
・
植
え

付
け
・
保
育
作
業
な
ど
の
請
負

事
業
の
監
督
業
務
、
森
林
の
成

長
量
を
調
査
し
、
今
後
の
森
林

施
業
の
計
画
を
作
成
す
る
た
め

に
必
要
な
地
況
林
況
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

健
全
な
森
林
は
良
質
な
木
材

を
生
産
す
る
だ
け
で
は
無
く
、

雨
水
を
貯
え
、
洪
水
を
防
止
し

た
り
、
土
砂
の
流
出
や
山
崩
れ

な
ど
を
抑
え
る
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
私
た
ち
の
生
活

に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

や
様
々
な
生
物
の
貴
重
な
生
息

場
所
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
健

全
な
森
林
を
増
や
す
た
め
、
私

た
ち
は
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
林
事
務
所
の
仕
事
は
多
岐

に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
毎
日
森
林
の

中
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
ら
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
豊
か
な
自
然
・
森
林
を
守

り
、
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

も
、
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

網走南部森林管理署 
東藻琴森林事務所  

首席森林官 長﨑 隆憲             
東藻琴森林事務所 首席森林官 

地況林況調査風景 

美幌峠からの屈斜路湖 

東藻琴芝桜公園 

春の藻琴山 
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私
は
、
大
学
生
の
時
に
木
材
の

化
学
加
工
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
し
た
。

森
林
や
樹
種
に
つ
い
て
よ
り

木
材
の
化
学
加
工
に
使
用
す
る

化
学
薬
品
を
知
っ
て
い
る
学
生

で
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
ん
な
山
の
こ
と

を
ほ
ぼ
知
ら
な
か
っ
た
私
が
、
森

林
事
務
所
の
業
務
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
を
中
心
に
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
森
林
事
務
所
に
つ
い
て
】

ま
ず
、
私
の
森
林
事
務
所
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

網
走
西
部
森
林
管
理
署
白
滝

森
林
事
務
所
の
管
内
に
は
、
登
山

者
か
ら
人
気
の｢

平
山｣

（
標
高
一
、

七
七
一
ｍ
）
が
あ
り
、
地
元
の
貴

重
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
登
山
初
心
者
の
私
で
も
楽
し

く
登
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
白
滝
は
日
本
有
数
の
黒

曜
石
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。
実

は
、
白
滝
で
出
土
し
た
黒
曜
石
の

石
器
等
が
、
日
本
最
古
の
国
宝
に

指
定
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
よ
り
一

層
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
山
に
入
っ
て
み
て
】

昨
年
度
森
林
事
務
所
に
着
任

し
た
当
初
、
造
林
地
に
一
部
急
傾

斜
地
で
植
え
て
も
育
た
な
い
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
あ
え
て
植
栽

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
非
常
に
大

き
な
カ
ン
バ
が
伐
ら
れ
ず
に
残

っ
て
い
た
り
す
る
の
を
見
て
、
先

人
た
ち
が
工
夫
し
て
施
業
さ
れ

て
い
た
ん
だ
な
と
感
じ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
時
間
を
超
え

て
、
そ
こ
に
確
か
に
い
た
先
人
の

想
い
を
く
み
取
る
こ
と
が
、
林
業

な
ら
で
は
の
お
も
し
ろ
さ
だ
と

思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
造
林
地
ま
で
の
道
中
で
、

土
場
跡
地
に
繁
茂
す
る
ハ
ン
ノ

キ
や
朽
ち
た
木
が
倒
れ
て
い
る

様
子
、
死
ん
だ
動
物
に
群
が
る
カ

ラ
ス
等
を
見
て
、
月
並
み
な
表
現

で
す
が
、
全
部
つ
な
が
っ
て
い
る

ん
だ
な
あ
と
、
あ
る
種
畏
敬
の
念

を
抱
き
ま
し
た
。

日
々
の
業
務
に
話
を
移
す
と
、

昨
年
度
は
地
況
林
況
調
査
で
山

に
入
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
前
述
の
と
お
り
、
白
滝
は
黒

曜
石
の
産
地
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
岩
盤
が
む
き
出
し
の
場
所
が

多
く
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
造
林

地
に
は
大
雪
山
系
か
ら
冷
た
い

風
が
吹
き
下
ろ
す
た
め
、
植
栽
木

の
成
長
が
遅
く
、
伐
採
す
る
に
は

あ
ま
り
に
細
い
木
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

【
小
径
木
は
日
の
目
を
見
な
い

の
か
】

そ
ん
な
現
状
を
見
て
、
私
は
大

学
時
代
の
研
究
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
当
時
行
わ
れ
て
い
た
研
究

の
一
つ
に
、
木
材
成
分
か
ら
フ
ラ

ン
化
合
物
を
効
率
的
に
得
る
研

究
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ラ
ン
化
合
物
は
、
燃
料

や
医
薬
品
、
樹
脂
等
の
基
幹
物
質

で
す
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
石
油
か

ら
生
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
木
材

が
石
油
の
代
替
資
源
と
な
り
得

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
フ

ラ
ン
化
合
物
は
単
価
が
高
い
こ

と
も
特
長
の
一
つ
で
す
。

現
在
白
滝
森
林
事
務
所
の
植

栽
木
は
径
級
の
小
さ
い
も
の
が

多
く
、
伐
採
判
断
の
難
し
い
箇
所

が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
は
植
栽
木

を
木
材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
主
で
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
単
価
の
高
い
フ
ラ

ン
化
合
物
の
原
料
と
し
て
細
い

木
の
需
要
が
生
ま
れ
れ
ば
、
新
た

な
林
業
の
形
が
見
え
る
の
で
は

と
半
ば
夢
物
語
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ぼ
ん
や
り
考
え
て
い
ま
す
。

【
最
後
に
】

日
々
の
業
務
で
は
い
ま
だ
に

樹
種
の
判
別
に
苦
戦
し
て
い
る

状
況
で
す
。
夢
物
語
だ
け
で
は
な

く
、
目
の
前
の
業
務
に
丁
寧
に
取

り
組
み
、
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第 25 話 

網走西部森林管理署 

阪本 海 

平山頂上から見える大雪山系 

現場で見つけたタモキノコ 
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【空知森林管理署】 

令和 5 年 3 月 8 日と 9 日、2 日間にわたり利

根別自然休養林で岩見沢市立志文小学校とメープ

ル小学校 3 年生 2 クラス（47 名）を対象に森林

教室を行いました。 

最初の活動は、森林に興味を持ってもらうため、

遊歩道沿いにポイントを設定し、「樹木の冬芽」、

「針葉樹と広葉樹」、「木の年輪」、「ヤドリギ」な

どをテーマにグループに分かれて森林クイズを行

いました。次に、木の太さを測る体験として、1 人

1 本ずつ自分の好きな樹木を選び、輪尺を使用し

て測ってもらいました。元気のいい子供たちは走

ったり寝転んだりしながら、雪の上に落ちている

ヤドリギやツルアジサイの花序を宝物のように拾

っていました。 

 

【北空知支署】 

令和 5 年 3 月 11 日（土）幌加内町観光協会主催

の「冬の三頭山 森林魅力発見ツアー」に空知森林管

理署 北空知支署職員が森林ガイドとして協力しま

した。 

この企画は、令和 3 年度より幌加内町役場・観光

協会・山岳部・北空知支署の 4 者で取り組んでいる

「三頭山協働型登山道整備」のなかで、地域住民や訪

れる観光客への利用促進に向けた取組として検討し

たものの一つです。 

ツアーは、登山口周辺にて、冬の森の知られざる魅

力を紹介後、道の駅物産館に移動し、そばの町ならで

はのそば粉の生地を薄く焼いたガレット作りを楽し

んでもらいました。 

 

【渡島森林管理署】 

渡島森林管理署では、令和 5 年 4 月 17 日に林野

火災空中消火機材の使用訓練を実施しました。 

雪が解け、気温が上昇し空気が乾燥する 3 月から

6 月は、林野火災の危険期間です。このため、いざと

いう時に迅速な消火活動ができるよう、毎年この時

期に空中消火機材の使用訓練を行っています。 

当日は、渡島総合振興局、檜山振興局、八雲町、長

万部町、今金町、七飯町と当署の職員、あわせて 45

名が参加しました。訓練は、八雲町消防本部のみなさ

んの指導を受けながら消火ポンプ・消火薬剤攪拌機

とヘリコプターに吊り下げて消化剤を散布するバケ

ットなどの使用手順などを再確認した後、実際に機

材を稼働させ、給水～消火薬剤調合～散布バケット

へ注水という一連の作業を行い、練度を高めました。 

岩見沢市立志文小学校

＆メープル小学校の森

林教室 

「各地からの便り」の詳細は  検索 森もりスクエア 

 

【総務企画部 企画課】

北海道森林管理局は、令和 5 年 4 月 15～16 日

の 2 日間、札幌ドームで開催された「環境広場ほっ

かいどう 2023」に出展しました。 

このイベントは札幌市で開催された「G7 札幌気

候・エネルギー・環境大臣会合」を記念し、環境問題

や SDGs に関心や興味を持ってもらうことを目的に

開催されました。 

北海道森林管理局のブースでは、トドマツ人工林、

針広混交林、ミズナラ天然林の 3 種類の 360 度画

像を VR ゴーグルに取り込みそれぞれの森林の姿の

違いなどを来場者に「体感」してもらいました。また、

本物のトドマツの幹や枝葉を用意し、実際に触った

り香りを試したりと、北海道の森林を様々な方法で

感じてもらいました。 

林野火災空中消火

訓練を行いました 

VR で北海道の森林を 
のぞいてみよう 

幌加内町観光協会
「冬の三頭山 森林
魅力発見ツアー」に
協力 
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○主催：えりも岬緑化事業 70 周年記念行事実行委員会

○開催場所：北海道幌泉郡えりも町字えりも岬百人浜展望台

○開催日時：令和 5 年 5 月 17 日（水曜日）午前 10 時～12 時頃

※雨天決行、荒天中止

○開催内容：開会式、植樹など （司会進行役 2023 ミス日本みどりの大使）

一般者の参加も可能です。

詳しくは、https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/square/topics/2022/erimo70.html

広報 「北の森林 国有林」 4・5 月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3条7丁目70 

ＩＰ電話 050-3160-6300 

電  話 011-622-5213 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り

今
月
の
表
紙

「2023 リン子とルンルン 
海の森づくり（植樹祭）」の開催について 

今月の木 「ナナカマド」 

 今月はナナカマドのイラストを表紙の月

数字の横に掲載しました。 

花言葉は「安全・慎重・用心」であるこ

とから交通安全の願いを込めて街路樹とし

て植えられています。 

詳しくは、ホームージの 
「北海道の木のえほん」 
をご覧ください。 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/square/topics/2022/erimo70.html
https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/

	（１）表紙
	（２）重点事項
	（３）CLT
	（４）空知署
	（５）留萌南部署
	（６）センター
	（７）佐久森林官
	（８）東藻琴森林官
	（９）各地からの便り
	（１０）森林の話（網走西部署）
	（１１）裏表紙



